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1. 運営指導調査団の派遣 
 
国際協力事業団(JICA)は、プトラ・マレイシア大学(Universiti Putra Malaysia/ 

UPM)環境科学部(Faculty of Science and Environmental Studies)で平成 10年度から

行われている技術協力プロジェクト「マレイシア水産資源・環境研究計画」の

進捗状況を把握するために、運営指導調査団の派遣を行った。これはその調査

結果をとりまとめたものである。 

 
1-1. 調査の目的 

当プロジェクトが行われているプトラ・マレイシア大学環境科学部（クア

ラルンプール郊外のセルダン）ならびに同校トレンガヌ校（クアラトレンガ

ヌ）を訪問し、日本人専門家とそのカウンターパートを含むプロジェクト関

係者と面談し、プロジェクトの進捗状況や計画達成度を聞き取りにより調

査した。さらに、供与機材や研究施設の管理運営状況を視察した。また、

マレイシア側と日本側関係者による合同評価委員会を開催し、協力期間前

半の３年目におけるプロジェクト計画の達成度を以下(1)の４項目について

調査と分析を行うとともに、(2)の４項目の観点から評価を行った。 

これらは、計画内容の軌道修正の必要性や実施体制の問題点などを把握

し、今後の協力期間における活動をより効果的なものにするための指導と

助言を、マレイシア側関係者、国際協力事業団ならびに国内支援委員会に

対して提言することを目的とするものである。 

（１）計画達成度（４項目）  

1) 投入実績状況（日本とマレイシア側双方） 

2) 活動の実施状況 

3) 成果の達成状況 

4) プロジェクト目標の達成状況 

（２）評価（４項目） 

1) 目標達成度 

2) 実施の効率性 

3）計画の妥当性 

4) 自立発展性の見通し 
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 1-2.調査団の構成 

（分野） （氏名）    （所属） 

 総括   野呂忠秀  鹿児島大学水産学部海洋環境教育研究センター、教授 

 海洋汚染 寺崎 誠  東京大学海洋研究所海洋科学国際共同研究センター 

             センター長、教授 

リスクアセスメント 

  松田惠明  鹿児島大学水産学部 教授 

計画管理 三村一郎  JICA 森林・自然環境協力部水産環境協力課 職員 

 

 1-3. 調査日程 

日順 月日（曜日） 行  程 訪問先と内容 

1 10.11.（水） 東京→クアラルンプール 移動（出国） 

2    12.（木）  経済企画庁(EPU)、JICA 事務

所 、 水 産 庁 (DOF) 、 環 境 庁

(DOE), 

水産開発公社(LKIM)訪問 

UPM 主催夕食会 

3    13.（金）  UPM 学長訪問、 C/P 個別面談 

4    14.（土） クアラルンプール→ 

    クアラトレンガヌ 

UPM-C/P 日本人専門家個別面談 

移動 

UPM トレンガヌ校学長訪問 

日本人専門家協議 

5    15.（日） クアラトレンガヌ→ 

    クアラルンプール 

トレンガヌ校協議・C/P 面談、 

トレンガヌ校主催昼食会 

機材調査、移動 

6    16.（月）  UPM-C/P 個別面談 

7    17.（火）  UPM-C/P 個別面談、機材調査 

8    18.（水）  PDM/PO/ミニッツ UPM 内協議 

9    19.（木） クアラルンプール→ 合同委員会、ミニッツ署名、 

調査団主催昼食会 

大使館報告、移動 

10    20.（金）  東京 移動（帰国） 
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1-4. 主要面談者リスト 

a) マレイシア側 

プトラ・マレイシア大学(UPM) 

 Syed Jalaludin (Vice-Chancellor, Prof.) 

 Muhamad Awang (Dupty Vice-Chancellor, Prof.) 

Wan Md. Zin B. Wan Yunus(Dean of FSES, Prof.) 

Mohamed Shariff Mohd. Din (Dean of Veterinary, Prof., DNA) 

Tan Soon Guan (Prof., Genetic Diversity) 

Fatimah Md. Yusoff (Prof., Biological Oceanography) 

Mohd. Ibrahim Hj. Mohamed (Captain, Prof., GIS) 

Hishimuddin Omar (Assoc. Prof., Seaweeds) 

Ahmad Ismail (Assoc. Prof., Marine Pollution) 

Tai Shzee Yew(Associate Prof., Economics) 

 Jambari Haji Ali (Associate Professor, Marine Snail) 

 Japar Sidik Bujang (Assoc. Prof., Seagrass) 

Siti Khalijah Daud (Assoc. Prof., Genetic Diversity) 

 Saberi Othman (Assoc. Prof., Mangroves) 

 Nik Mustapha Raja Abdullar (Assoc. Prof., Economics) 

Patimah Ismail (Lecturer,  Genetic Diversity) 

Mohamad Kamil Yusoff (Lecturer, Pollution) 

Mohamed Pauzi Zakaria (Lecturer, Pollution) 

Idris Abd. Ghani (Lecturer, Benthos) 

Mustafa Kamal (Lecturer, Fishery resources) 

 Hassan Hj. Mohd. Daud (Lecturer, Pollution Impact) 

  

プトラ・マレイシア大学トレンガヌ校(UPM Kolej Universiti Terengganu) 

 M.Mahyddin Mohd Dahan (Rector, Prof. Dato Dr.) 

 Mohd Zaki Dato Mohd Said (Duputy Rector, Prof. Madya Dr.) 

 Mohd Azmi bin Ambak (Prof. Dean of Faculty of Science) 

Mohd. Lokman Hussain (Assoc. Prof., Director of Institute of 

Oceanography) 

Liew Hock Chark (Lecturer) 

Siti Aishah Abdullah (Lecturer,Coordinator of Fishery Science 

Programme) 

Mohamed Kamil bin Abd. Rashid (Lecturer) 
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Noor Azhar Mohd Shazili (Assoc. Prof. ) 

Nasir Saadan (Assoc. Prof., Oceanography) 

Azoz Arshad (Lecturer, Benthos) 

経済企画庁(EPU) 

 Zainab Aboul Karin (Director) 

 Alias Abdullah (Principal Assi. Direcotr) 

環境庁(DOE) 

 Rosnani Ibrahim (Director General) 

水産庁(FOF) 

 Hashim Ahamad (Director General) 

 Adrian FUijarungan (Fishery Officer) 

 Raja Mohanmad Noordin bin Raja Omar 

水産開発局(LKIM) 

 Mohd Anis (Director General) 

 Mohd. Saffe bin Mohd 

 Mustapha B. Hj. Armad 

 本田耕一(JICA 専門家) 

b) 日本側 

在クアラルンプール日本大使館 

 前田 徹（一等書記官 経済部長） 

 香月英伸（一等書記官） 

JICA マレイシア事務所 

 岩波和俊（所長） 

 寺西義芙（次長） 

 明隅礼子（プロジェクト担当） 

加山淳子（専門家健康管理） 

水産資源環境協力計画プロジェクト 

川村軍蔵（チーフアドバイザー） 

杉山俊士（業務調整） 

柳川弘行（漁業資源） 

南場隆矢（海洋物理学／GIS） 

 SEAFDEC（Southeast Asian Fisheries Development Center） 

  藤田 矗（水産資源） 

  藤原俊司（水産資源生物学） 
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